


１．投稿資格について

　本紀要に投稿できるのは、原則として（財）

日本陸上競技連盟登記登録者（例：公認コーチ

など）とするが、それ以外でも編集委員会が認

めた場合には投稿することができる。

２．投稿内容および種類について

　投稿内容は陸上競技についての理論と実践

に関するもので、内容に応じて、総説、原著、

購読紹介（外国文献の紹介など）、資料、指導

法および指導記録の紹介などに分類される。ス

タイルは和文、英文のどちらでもよい。

　総説および原著には英文のタイトル、著者、

所属、要約（150 語以内）をつける。

（注：何らかの理由で英文要約等の作成が困難

な場合は、編集委員会にその旨をご相談くださ

い。）

３．採否等について

　原稿は査読を行い、査読結果をもとに採否お

よび掲載順序の決定、校正などは編集委員会が

行う。

４．原稿の書き方について　

　原稿は原則として、ワードプロセッサーで作

成する。本文は、横 42 文字×縦 38 字で 1頁と

する。（1頁は約1600字、刷り上がり10頁以内、

図表もその頁数に含む、すべて白黒にて作成）

　英文は、A4 サイズタイプ用紙を使用し、15

枚以内を原則とする。

　計量単位は、原則として国際単位系（m、kg、

sec など）とする。

５．文献の書き方について

　本文中の文献は、著者（発行年）という形式

で表記する。
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例）　田中（1996）は　　　　　

　文献は、原則として、本文最後に著者名の

ABC 順で記載する。書誌データの記載方法は、

著者名（発行年）　論文名、誌名、巻（号）、ペー

ジの順とする。

例）　田中競子（1996）幼少年の疾走能力の発

達、体育学研究　55(2)、155-162。

同一著者、同発行年の文献を複数引用した場合

は発行年の後に a、b、c　をつける。

例）　田中ら（1996 ｂ）は、　　　　

６．原稿の提出先

　投稿原稿（本文、図表など）は、下記へ

E-mail の添付資料として送付するとともに、

プリントしたもの 1部を郵送する。

〒 150-8050　

東京都渋谷区神南 1-1-1　岸記念体育会館内

　日本陸上競技連盟

   「陸上競技研究紀要」 編集委員会宛 

　　( Tel 03-3481-2300　Fax　03-3481-2449)

　　E-mail:　kiyou ＠ rikuren.or.jp

７．原稿の締め切り

　原稿の締め切りは、1 月 15 日とし、発刊はそ

の年度の 3月末日とする。

８．その他

　掲載者には、「陸上競技研究紀要」10 部を寄

贈する。

問い合わせ先：

〒 244-8529　静岡市大谷 836

　静岡大学教育学部　保健体育講座

　　　伊藤　宏（普及委員会調査研究担当）

　　　Tel 及び Fax　054-238-4668

　　　E-mail： ehhitou@ipc.shizuoka.ac.jp



あ　い　さ　つ

（財）日本陸上競技連盟        　

副会長・専務理事　櫻井孝次

　陸上競技に関するアカデミックな調査･研究に関することは ( 財 ) 日本陸上競技

連盟の中で、普及委員会が発行する「陸上競技紀要」と科学委員会が発行する「日

本陸連科学委員会研究報告　陸上競技の医科学サポート研究 REPORT」のふたつが

担いその役割を果たしてきた。この度、両者を統合する「陸上競技研究紀要」と

して更なる発展を期すことになった。

　競技力の向上は、陸上競技の普及・発展に大きく影響を及ぼす大切な要素であ

り、日本記録の誕生や国際大会での活躍は陸上競技に対する関心を高めることに

つながっていく。競技力向上の為には指導者の経験と熱意に加えて医科学のサポー

ト、さらには医科学サポートをバックアップするアカデミックな調査・研究は欠

かせない。2004 年のアテネオリンピック大会で日本選手は予想を上回る活躍を示

したが、国際的な競技力の向上を目指して選手・指導者・医科学研究者が一体になっ

て取り組んだ「国立スポーツ科学センター」の果たした役割が評価されている。

　今、日本の陸上界は 2006 年福岡市で行われる世界クロスカントリー大会と 2007

年大阪市で行われる世界陸上競技選手権大会の大きなビッグイベントを地元日本

で開催する準備をして国際的な地位向上を目指している。リニューアルした「陸

上競技研究紀要」発行を機会に、日本に於ける陸上競技の調査・研究が国際的な

評価を高めるよう研鑽に励んでほしい。
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